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スローガン

目指す将来の姿（柱）

取り組みの方向性

取り組む施策

１０年の計画

復興 地方創生両輪部分

〇３０年先の福島県の将来を見据えつつ、１０年後に目指す姿（将来像）を示し、
これらを実現するための今後１０年間の政策の方向性や主要施策を定める。

〇県民、民間団体、企業、市町村、県など様々な主体が将来像を共有するための
指針となるものであり、その実現のため、それぞれの主体が果たすべき役割を
認識し、それぞれの強みを発揮し、相互に連携・共働した計画とする。

七つの生活圏の地域別主要施策

主要施策（指標）

政策分野別の基本方向

県づくりの柱

基本目標

時代潮流、本県の特性、将来に向けた課題
留意すべき重要な視点

３０年先の将来を

見据えつつ、

１０年後に目指す姿

（将来像）

挑戦を進化させた主要施策
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「地方創生総合戦略」
「総合計画」

「復興計画」

2021年度～ 期間：１０年

○ 政策分野別の柱立て

○ 地域別の取組の方向性

○ 取組項目政策分野を取り巻く状況
取組の方向性
指標

○ ふくしまの特性と時代潮流
○ ふくしまの目指す将来の姿

（イメージ） A 復興

B 地方創生

C ○○○○

具体的な取組
工程表

○ 地域別の取組の方向性

アクションプラン

共有

○ 取組項目

具体的な取組
工程表

総合計画の柱立ての下

A-1 避難地域の復興
A-2 生活再建支援
・
・

B-1 しごとづくり
B-2 ひとの流れづくり
・
・

→ KPIによる
PDCAサイクル

2021年度～ 期間：１０年 2020年度～ 期間：５年

基本目標・「復興」と「地方創生」の両輪・目指す将来の姿

国土形成計画

近隣地域の計画と連携
• 東北圏広域地域計画
• 首都圏広域地方計画

福島特措法及び基本方針 国総合戦略

復興・再生に関する
国の方針と整合

国の戦略を勘案し
本県版戦略を策定

福
島
県

国

７つの生活圏を基本とする
地域別の重点施策

勘案整合連携

次期の復興計画・地方創生総合戦略との関係イメージ


